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スコアリング基準の
2021年からの変更点



留意事項
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 本資料では、全セクターの企業に関連する主要な変更点につい
て取り上げます。軽微な変更点やセクター固有質問での評価基
準の変更点については、こちらの資料をご確認ください。資料
は日本語に切り替えることも可能ですが、日本語版は最新の情
報を反映できていない場合がございますので、公式な情報とし
ては英語版をご覧いただき、日本語版は補足情報としてご活用
ください。

 質問書のガイダンス及びスコアリング基準は、最新のベストプ
ラクティスの反映や、回答データの質の向上等を目的として、
開示サイクルの途中で更新される場合がございます

https://guidance.cdp.net/en/tags?cid=30&ctype=theme&gettags=0&idtype=ThemeID&incchild=1&microsite=1&otype=ScoringMethodology&page=1&tags=TAG-605%2C&tgprompt=TG-124%2C
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気候変動質問書における

採点基準の変更
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スコアリング基準変更点の概要

 スコープ3排出量の算定、検証

• C5.2

• C6.5

• C10.1c

 排出目標

• SBTとの整合性

 企業固有の内容 -地域性、業種、事業内容などの説明。

 ケーススタディ –ある事項に関する説明について、行動の結果および実施の時間軸に
言及したケーススタディ

 2022年気候変動採点基準では、多くの設問の構成と文言に変更があります。



スコープ3スコアリング -主要カテゴリー
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セクター スコープ3カテゴリー

一般産業 , 輸送サービス , 電気事業 , 

紙・林業 , セメント , 鉄鋼

購入した商品・サービス
資本財

上流の物流
下流の物流

販売した製品の加工
販売した製品の使用

輸送機器OEM, 輸送機器OEM-EPM, 

資本財, 石油・ガス, 石炭
販売した製品の使用

農産物、食品、飲料、タバコ 購入した商品・サービス

化学
購入した商品・サービス
販売した製品の使用

販売した製品の廃棄処理

金属・鉱業
購入した商品・サービス
販売した製品の加工

建設
販売した製品の使用

購入した商品とサービス
資本財

不動産

販売した製品の使用
販売した製品の廃棄処理

下流リース資産
投資
資本財

金融サービス 投資

 質問C5.2、C6.5、C10.1cにおいて、

スコープ3のセクター別採点が導入

されています。

 表は、各部門の総排出量に占める

割合が高いことが判明したScope 3

カテゴリーをリストアップしたも

のです。

: CDP’s Technical Note on the 

relevance of Scope 3 categories 

by sector

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/003/504/original/CDP-technical-note-scope-3-relevance-by-sector.pdf?1649687608


(C5.2) 基準年および基準年の排出量を記入してください。
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すべてのセクターにおいて、上記3つの列につい
て、少なくとも1つのカテゴリーを空欄なく回答
することが期待されています。

認識スコアリング基準
- [基準年開始]
- [基準年終了]
- [基準年排出量(CO2換算トン)]
の全列に対して、以下の1つ以上の行が記入されている -
2ポイント
- [スコープ3カテゴリー1: 購入した商品・サービス]
- [〃 カテゴリー2: 資本財]
- [〃 カテゴリー4: 上流の物流]
- [〃 カテゴリー9: 下流の物流]
- [〃 カテゴリー10: 販売製品の加工]
- [〃 カテゴリー11: 販売製品の使用]
- [〃 カテゴリー12: 販売製品の廃棄]
- [〃 カテゴリー13: 下流のリース資産]
- [〃 カテゴリー15: 投資]
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(C6.5) 自社の全世界のScope3 総排出量を説明し、除外項目があれ
ば開示し説明してください。

2022年一般、運輸、電気事業、紙・林業、セメント、鉄鋼
マネジメント基準

以下のいずれかの行において、
“評価状況”欄で「関連性あり、計算済み」または「関連しない、計算済み」のいずれかを
選択し、かつ、「報告対象年の排出量（メートル トンCO2e）」欄に0より大きい数値が記
載されている場合 - 1ポイント

- ‘購入した物品およびサービス’
- ‘資本財’
- ‘上流の物流’
- ‘下流の物流’
- ‘販売製品の加工’
- ‘販売製品の使用'

• 金融サービスを除くすべての質問書で、C6.5がマネジメントレベ
ルで採点されるようになりました。

• 回答の選択による評価
• セクターによっては、スコープ3の主要なカテゴリーについて、セ

クター特有のスコアリングを行い、「関連性がある、計算済み」ま
たは「関連性がない、計算済み」での回答を要件としています。

輸送機器OEM, 輸送機器OEM-EPM, 

資本財, 石油・ガス, 石炭

農産物、食品、飲料、タバコ

化学物質

金属・鉱業

建設

不動産

金融サービス (:C-FS14.1a)

それぞれの主要なカテゴリー
において、マネジメントスコ
アの評価が行われます。



(C6.5) 自社の全世界のScope3 総排出量を説明し、除外項目があれ
ば開示し説明してください。
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・報告年排出量(C6.1+C6.3+C6.5)が、基準年排出量の値(C5.2の合計)よりも小さいこと
（+報告年のスコープ1，2，3記載において抜け漏れがないこと）

これらは、基準年から報告年の間の排出量総量の減少を期待するために追加された基準です。

C5.2で報告された

排出量データとの
整合性を双方向で
確認します。
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マネジメントレベル変更
• まず、金融サービスを除く

すべてのセクターで、C6.5

の「マネジメント」満点が必

要です。金融サービスでは、

これはC-FS14.1aです。

• 次に、C6.5で報告されてい

るスコープ3のカテゴリーのう

ち、マネジメントレベル対

象の少なくとも1つのカテゴ

リーに関連する文書である

こと。金融サービスでは、C-

FS14.1aがこれにあたりま

す。

C10.1c スコープ3排出量について実施した検証／保証の詳細について説明し、関
連する調書を添付する。（マネジメントレベル）
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• リーダーシップ
レベルでの採
点対象になりま
した： C10.1a/ b 
のスコープ1/ 2 
の検証の要件
と整合

• 新しい基準：
マネジメントレ
ベル4/5ポイン
トが必要。

上記要件は、2022年のAリスト要件にもなります。

少なくとも1つのスコープ3カテゴリーにつ
いて、排出量(算定値)の70％以上の検証

C10.1c スコープ3排出量について実施した検証／保証の詳細について説明し、関
連する調書を添付する。（リーダーシップレベル）



マネジメントの採点基準

マネジメントポイントの対象となるには、「報告年における目標の状況」欄で以下のいずれかを選択する必要があります。
-新規 - '進行中‘ - '達成‘ - '改訂'

スコープ1とスコープ2が同じ行にある場合、その1つの行で基準を満たさなければならない。スコープ1とスコープ2が別々の行に報告
されている場合は、
両方の行で以下の基準をすべて満たす必要があります。

[SBTi ルート]
i) 科学的根拠に基づく目標（Science Based Target）イニシアティブにより科学的根拠に基づくものとして承認された目標（複数可） - 2点

基準(i)を満たした場合、次の1つの基準に対して追加ポイントが与えられます。

ii) 「対象範囲」欄で「全社」を選択した場合 - 1点

または

[CDPルート】

i) 「対象範囲」欄で「全社」を選択した場合 - 1点

ii) 「選択したすべてのスコープにおいて目標がカバーする基準年排出量の、選択したすべてのスコープにおける基準年総排出量に対する割合」
欄に記載された数値が、
スコープ1＋2排出量について95％以上であること - 1ポイント

または

選択したすべてのスコープにおける基準年の総排出量に占める、選択したすべてのスコープで目標がカバーする基準年の排出量の割合」
欄の数値が、スコープ1＋2排出量について70％以上 - 0.5ポイント

iii) 「目標年度」欄に記入された年度が、「目標設定年度」欄に記入された年度を含めて5年以上15年以下であること - 0.75点

iv) 質問 C6.4 で「いいえ」を選択した場合、または
以下のいずれか...
-「除外された排出量はない
-「この排出源からの排出はない-排出量は関係ない」。
-「最近の買収または合併により除外された排出量

...質問C6.4aの以下の欄のすべてで選択 - 0.25ポイント
-「この排出源からのスコープ1排出量の関連性
-「この排出源からの場所ベースのScope2排出量の関連性
-この排出源からの市場ベースのScope2排出量の関連性（該当する場合）」。

注：C6.4a で関連する除外項目が報告されている場合、最大で 1/3 ポイントとなります。

目標C4.1a、C4.1b -マネジメントレベル
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全社的な目標対象範囲の基
準をマネジメントに移行。
(リーダーシップ基準から)

排出量カバー率95%の基準

をマネジメントレベルに移
し、70%で部分点を付与。



目標C4.1a、C4.1b - リーダーシップレベルの基準i)、ii)
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[CDPルート] [SBT ルート]

i) Scope1及びScope2の両方の目標が、以下のいずれかの排
出削減量を満たすこと。
基準年と目標年の間の排出量の総量削減率が年率にて
4.2%以上 - 0.75ポイント
または
基準年と目標年の間の排出量の総量削減率が年率にて
2.5%以上 - 0.5ポイント
または
基準年と目標年の間の排出量の総量削減率が年率にて
1.23％以上 - 0.25ポイント

科学的目標イニシアチブ(SBTi)により、科学的根拠に基づく
ターゲットとして承認されたものであること
かつ
「目標の野心度*」欄で「1.5⁰C並み」または「2⁰Cより十分
低い」のいずれかを選択 – 1ポイント
または
「目標の野心度*」の欄で「2⁰C」を選択 - 0.5 ポイント

ii) "目標設定年"が質問C0.2の"終了日"欄で示された年と同じで
あり、"報告年における目標の状況"欄で"新規"が選択されて
いる - 0.5ポイント

または

“目標設定年”の欄に記入された年が、質問C0.2の“終了日”の
欄に記入された年より前の年であり、“基準年に対する目標
達成率[自動計算]”の欄に記入された数値が、“基準年”の欄に
記入された年からの経過時間の割合以上である - 1ポイント

"目標設定年"が質問C0.2の"終了日"欄で示された年と同じで
あり、"報告年における目標の状況"欄で"新規"が選択されて
いる - 0.5ポイント

または

“目標設定年”の欄に記入された年が、質問C0.2の“終了日”の
欄に記入された年より前の年であり、“基準年に対する目標
達成率[自動計算]”の欄に記入された数値が、“基準年”の欄に
記入された年からの経過時間の割合以上である - 1ポイント

SBTのガイダンス
に沿って、1.5℃、
WB2℃、2℃での

排出量の直線的な
削減率を決定する
基準を追加。

基準をリーダー
シップレベルへ
移行
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目標 C4.1a、C4.1b - リーダーシップレベルの基準
iii) スコープ 3 のスコアリング

[CDP ルート] [SBTルート]

iii) 以下のいずれかを満たす - 1点

C6.5回答のスコープ3総排出量が、総排出量の40%以上である場合、同一の行にて、
・「スコープ」欄で「スコープ3」を選択かつ
・「対象範囲」欄で「全社」を選択 かつ
・質問C6.5でマネジメントポイントが満点かつ
・[スコープ3の基準年総排出量のうちの割合として目標で対象とされる基準年ス
コープ3排出量(すべてのスコープ3カテゴリー)]欄に、66%以上の数値を記入

もしくは、
・質問C6.5で報告されたScope3排出量の合計が総排出量の40%未満である場合、
質問C6.5でマネジメントポイントが満点

以下のいずれかを満たす – 1点

左記、[CDP ルート]の要件を満たす

もしくは、

質問C4.2bでは、次のすべてを満たすこと。
・「ターゲットタイプ：絶対値または強度」列で「絶対値」を選択かつ
・「目標の種類：カテゴリー」欄で「サプライヤーとのエンゲージメント」または「顧
客とのエンゲージメント」のいずれかを選択し、かつ、
・ [測定基準(原単位目標を報告する場合は目標の分子)]欄で以下のいずれかが選択され
ている:

-「科学的根拠に基づく目標を持つサプライヤーの割合（排出量別）」
-「科学的根拠に基づく目標を持つサプライヤーの割合（調達額ベース）」
-「科学的根拠に基づく目標を持つ顧客の割合（排出量別）」
かつ、
[この目標は包括的なイニシアチブの一部ですか?]欄で、[SBTイニシアチブ -承認済み
サプライヤーエンゲージメント目標]または[SBTイニシアチブ -承認済みの顧客エン
ゲージメント目標]のいずれかが選択されている

承認されたSBTのみエンゲージメント対象(C4.2b回答)

として評価される

C6.5の[報告年の排出量(CO2換算トン)]欄に記入された数値の合計

C6.1, C6.3, C6.5におけるスコープ1, 2, 3排出量の合計

C4.1b（原単位目標）においては、
SBTルートのみにおける評価となります。
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C1 ガバナンス



(C1.1a)取締役会における気候関連課題の責任者の職位をお答えく
ださい (個人の名前は含めないでください)。[修正質問］
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2021年リーダーシップ基準 ii ⇒ 2022年リーダーシップ基準 ii

ii) 「説明してください」で以下を
提供した場合、1点のリーダーシッ
プポイントを付与する。

その個人／委員会が行った気候変
動に関連する意思決定の事例を少
なくとも1つ挙げること。

ii) 「説明してください」欄の文章は
過去2年以内に、個人／委員会が行っ
た気候変動に関する意思決定の例を
少なくとも1つ示す - 1ポイント

他の質問との整合性を図るため、過去2

年以内に決定されたものであることが必
要になりました。
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(C1.1d) 貴社には、気候関連問題に精通した取締役を1人以上置いていますか? 

[新しい質問］

情報開示の採点基準
表示されたセルの数に比例
して、完成したセル1つに
つき得点が与えられる

この問題では、最大3点を
獲得することができます。

認識採点基準
認識ポイントの対象となるには、情報開示
で満点を獲得する必要があります。

「取締役が気候関連問題に精通している」
欄で、「はい」または「いいえ、しかし今
後2年間で取り組む予定です」のいずれか
を選択 - 1ポイント

マネジメントの採点基準
マネジメントポイントの対象となるには、
「認識」で満点の必要があります。

「取締役が気候関連問題に精通している」欄で、
「はい」を選択 – 1ポイント

「いいえ、しかし今後2年間で取り組む予定です」
（「取締役が気候関連問題に精通している」欄の選択）

-0.5ポイント

リーダーシップ採点基準
スコアなし



(C1.2a) この職位または委員会が組織構造内のどこに位置するか、その責任の内
容、および、どのように気候関連課題のモニタリングを行っているかをお答えく
ださい (個人の名前は含めないでください)。[質問の変更］
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(2021年マネジメント基準)

C1.2 の「役職名および／または委員会名」で「リスク委員会」または「サステナビリティ／SHEQ

委員会」または「企業責任委員会」を選択した場合、マネジメント・ポイントの対象となる前提条
件として、委員の役割の説明を提供する必要がある。

テキスト回答において、

気候関連問題の評価と監視に関する、各役職や委員会の責任の記述 -2点。

質問C1.2の「役職名・委員会名」欄で「気候変動問題に対するマネジメントレベルの責任はない」
を選択した場合 - 0点

マネジメント基準は選択の判断のみに変更

2022年マネジメント基準

質問C1.2の「役職名・委員会名」欄で、「気候変動問題に対してマネジ
メントレベルの責任を負っていない」が選択されている – 0/2点

その他の状況 - 0/0点
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C2 リスクと機会



(C2.2)気候関連リスクおよび機会を特定、評価する、およびそれに
対応するプロセスについて説明します。

19

➢ 2021年基準のivおよびv (物理／移行リスクに関するケーススタディの記述)については、評価要件から削除されました。

➢ 本基準の満点が、C2.3a (気候変動リスクの詳細)におけるマネジメントレベル以上の評価の前提となります。
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(C2.2a)貴社の気候変動リスク評価では、どのような種類のリスク
を考慮していますか。[質問の修正］

【ルートA】
「関連性＆包含」の欄で選択した以
下のいずれか。
-「関連性があり、常に含まれる」
-「関連性があり、時々含まれる」
-「関連性がないが含まれている」

かつ

「説明してください」欄のテキスト
回答 - 0.25 ポイント

【ルートB】
「関連性＆包含」欄で「関連性なし、理由の説明」を選択かつ
「説明してください」欄のテキスト回答で、そのリスクタイプ
が会社に関連しない理由を説明している - 0.25 ポイント

それ以外の選択肢は0点

ルートAの場合の記述内容は採点上問わな
いことになりました。

マネジメント基準

◆ [関連性がない、理由の説明]がある場合、
リーダーシップ評価が得られません。

➢ 本基準の得点が、C2.3a (気候変動リスク

の詳細)におけるマネジメントレベル以上
の評価の前提となります



(C2.3) & (C2.4) あなたの事業に重大な財務的/戦略的影響を与える可能性のある、
気候関連の固有のリスク/機会を特定しましたか？ [変更された質問］
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2022年マネジメント基準 –

一般以外のすべてのセクター

「いいえ」を選択 - 0/1点
「はい」を選択 - 0/0点

影響力の大きいセクターの企業が、
気候変動に関連するリスクと機会を
特定し、開示するインセンティブを
与えることを目的とする。2022年マネジメント基準 –

一般以外のすべてのセクター

「いいえ」を選択 - 0/1点

「はい」or「はい、機会を特定したが
実現できない」を選択 - 0/0点

C2.3

(リスク)

C2.4

(機会)



(C2.3a) & (C2.4a) 事業に重大な財務的または戦略的影響を与える可能性があると認識し
たリスク／機会について詳しく説明してください。[変更された質問］
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C2.3a 2022年マネジメント基準 C2.4a 2022年マネジメント基準

前提条件
評価を受けるためには、以下の前提条件を満たす必要があります。
質問C2.2でマネジメントポイントが満点、かつ
質問C2.2aでリーダーシップの満点付与

なし

採点対象列数 回答したリスクのうち、最良の1つが採点されます 回答した機会のうち、最良の1つが採点されます

企業固有
i) 「企業固有の説明」欄における、事業への影響について地域または
業種/分野別の背景を含んだ、特定されたリスクの詳細説明 - 1点

i) 「企業固有の説明」欄における、事業への影響について地域または
業種/分野別の背景を含んだ、特定された機会の詳細説明 - 1点

基準 ii

（2021年版）
2022年は、旧基準ⅱを削除 2022年は、旧基準ⅱを削除

影響額 0の数字

[潜在的な財務的影響の数字を提供できますか]の欄で、
「はい、単一の推計」欄で選択された「潜在的な財務的影響額を提供
できますか？潜在的財務的影響額 - (通貨)」欄で 0 の数値または数値の
提供がない場合 - 0 ポイント

「はい、推定範囲」を選択し、「潜在的な財務的影響額の最小値（通
貨）」または「潜在的な財務上の影響額の最大値（通貨）」欄のいず
れかに数値がない、または 0 より大きい数値がない場合 - 0 ポイント

[潜在的な財務的影響の数字を提供できますか]の欄で、
「はい、単一の推計」欄を選択し、「潜在的な財務的影響額を提供で
きますか？潜在的財務的影響額 - (通貨)」欄で 0 の数値または数値の提
供がない場合 - 0 ポイント

「はい、推定範囲」を選択し、「潜在的な財務的影響額の最小値（通
貨）」または「潜在的な財務上の影響額の最大値（通貨）」欄のいず
れかに数値がない、または 0 より大きい数値がない場合 - 0 ポイント

ケーススタディ説明
iii) 「対応策の説明とコスト計算の説明」欄に、「企業特有の説明」欄
に記載されたリスクへの対応策を、行動の結果および実施の時間軸に
言及したケーススタディとして記載している - 1 ポイント

iii) 「機会実現のための戦略およびコスト計算の説明」欄に、「企業特

有の説明」欄に記載された機会に対応するためにとった行動の説明を
、行動の結果および実施の時間軸に言及したケーススタディとして記
載している - 1 ポイント



(C2.3b)貴社が、事業に重大な財務的・戦略的影響を与える可能性のある気候関連リスク
にさらされていると考えないのはなぜですか。[修正質問］
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水／フォレストとの整合性を図るため、
対象基準を追加しました。

気候変動リスクの評価と開示を促すため、
リーダーシップ・レベルの採点は廃止さ
れました。

・C2.1bにおけるマネジメントフル評価
・地域または分野、操業上の背景を説明
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C3 事業戦略、財務計画、
シナリオ分析



(C3.1)貴社の戦略には、1.5℃の世界に沿った移行計画が含まれていますか？
[修正質問：2021年C3.1, C3.1a, C3.1b, C3.5を統合].

25

リーダーシップレベルのスコアリングでは、
1.5o Cの世界に沿った移行計画や、一般公表さ
れた移行計画を提供することが推奨されます。

移行計画に関する2021年の質問事項を統合。
（C3.1, C3.1a, C3.1b, C3.5）



「いいえ。今後2年以内にそうす
ることは見込んでいない」を選択
した場合のみ表示されます。

(C3.2)貴社は、気候関連のシナリオ分析を戦略に活用していますか？
[修正質問：2021年C3.2及びC3.2bを統合したもの］
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気候関連シナリオ分析について、
定量的（または定性的）に
分析していることを評価。



(C3.2a）貴社が気候変動に関連するシナリオ分析をどのように利用しているか、
詳しく教えてください。[変更された質問］
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マネジメント基準：
移行シナリオ、物理シナリオの１種類ずつ
以上を選んでいること（詳細は原文参照）

リーダーシップ基準：マネジメントのフル評価 (0.5ポイント)……



(C3.2b) 気候変動シナリオ分析を利用して、貴組織が取り組もうとしている焦点
となる課題の詳細を提供し、これらの課題に関して結果を要約してください。
[新しい質問］

28

2022年基準

情報開示
各欄に記入 - 1ポイント
-「貴社が気候関連シナリオ分析を用いて解決しようとする焦点の質問」
-「これらの焦点となる質問に関する気候関連シナリオ分析の結果について」

認識 回答欄完答 - 2点

マネジメント

マネジメントポイントの対象となるには、フルの認識ポイントを獲得する必要
があります。

「気候変動に関する・・・」欄の記述回答は、実施したシナリオ分析の結果に
ついて、地域、業種/分野、又は操業上の背景を説明したもの - 1点

リーダーシップ 評価対象外

情報開示/認識/

マネジメントレ
ベルで採点対象
の新しい質問
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マネジメントレベル、
及びリーダーシップ
レベルでの採点は廃
止

2022年基準

D

i) 「影響を受けた財務計画の要素」の欄で選択した選択肢 - 1

点

ii) 「影響力の説明」欄に記載されたテキスト回答 - 1点

A

以下のすべてを満たす - 1点

質問C2.3aまたはC2.4aのいずれかに少なくとも1つの完全な行
が開示されていること、および
影響を受けた財務計画要素」の欄で「上記のいずれでもない」
を除いた選択肢を選択し、かつ「影響を受けた財務計画要素」
の欄で、「上記のいずれでもない」を除いた選択肢を選択する
こと。
「影響力の説明」欄の記入

M 採点対象外

L 採点対象外

2022年基準

D

各行について

i) 「気候変動に関連するリスクと機会が、この分野の戦略に影
響を与えたか」欄で選択した選択肢 - 0.5ポイント

ii) 「影響力の説明」欄に記入された文章 - 0.5 ポイント

A

情報開示のフルポイントは、同じ列で認識ポイントを獲得する
ために必要。

気候変動に関連するリスクと...」欄で選択した以下の選択肢の
いずれかを選択する。
- はい
- いいえ
- 評価中

且つ

[影響の説明」欄の記入 - 1点

M 採点対象外

L 採点対象外

認識レベルで採点さ
れ、マネジメントレ
ベル及びリーダー
シップレベルでは採
点されない。

(C3.3）気候関連リスクと機会が貴社の戦略
に影響を及ぼしたかどうか、およびどのよ
うに及ぼしたかを説明してください。[修正
質問］ (C3.4)気候関連リスクと機会が貴社の財務

計画に影響を及ぼしたかどうか、およびど
のように及ぼしたかを説明してください。
[修正質問］



(C3.5) 貴社の財務会計において、1.5℃の
世界への移行に整合している支出や売上
を特定していますか。[新しい質問］
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情報開示とマネジメン
トのレベルで採点され
る新しい質問

(C3.5a) 貴社が1.5℃の世界への移行
に整合する支出／収入の割合を定量
的に示してください。[新しい質問］

2022年基準

D

ポイントは、回答された行数に比例して、完成したセル
ごとに付与されます（「2025年割合 (%)」と2030年割合
(%)」の両列を除く）。
部分的に記入された行は、満点とはならない。

この問題では、最大3点を獲得することができます。

A 採点対象外

M 採点対象外

L 採点対象外

2022年基準

D いずれかの選択肢を選択- 1点

A 採点対象外

M

情報開示ポイントの獲得が必要です。

「はい」または「いいえ、しかし今後2年間に計画してい
ます」のどちらかを選択 - 1ポイント

L 採点対象外

情報開示レベルのみで
採点
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C4目標



(C4.2) 報告年に有効なその他の気候関連目標を設定しましたか?
[修正された質問］

2022年基準

全セクター（FSを除く）
のリーダーシップ評価基
準

「ネットゼロ目標」が選択されている - 1ポイント

32



(C4.2a)低炭素エネルギー消費または生産を増加させる目標の詳細を記入します。
[修正された質問］
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75%以上の数
値を提供する
ことがマネジ
メントポイン
ト付与の条件
となります。



(C4.2b)メタンガス削減目標など、その他の気候関連目標の詳細を記入します。
[修正質問］

セクター 2022年マネジメント基準

セメント
・鉄鋼

「対象種別：カテゴリー」欄で「研究開発投資」を
選択 - 1点

輸送サービス
・輸送用OEM

「対象種別：カテゴリー」欄で「低炭素車」を選択
- 1ポイント

金属・鉱業

「対象種別：カテゴリー」欄で選択された以下のい
ずれか - 1点
- '土地利用変化'

- '低炭素車'

- '再生可能燃料の消費量'

- '化石燃料の削減目標'

石炭、石油・
ガス、電気事
業者

「対象種別：カテゴリー」で「メタンガス削減目標
」または「化石燃料削減目標」のどちらかを選択 -

1点
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セクター 2022年マネジメント基準

一般
（その他のセク
ター）

i) 「対象種別：カテゴリー」欄で選択された
以下のいずれかの項目 - 0.5 ポイント
- '廃棄物管理'

- '低炭素車'

- '資源消費または効率'

ii) 「対象種別」の欄で選択されている「研究
開発投資」-0.5 ポイント

農産物、食品・飲
料・タバコ、紙・
林業

「対象種別：カテゴリー」欄で「土地利用変
化」を選択 - 1点

化学

「対象種別：カテゴリー」欄で選択された以
下のいずれか - 1点
- '再生可能燃料の消費量'

- '研究開発投資'

- '化石燃料の削減目標'

不動産・建設 「対象種別：カテゴリー」欄で「低炭素建築
物」を選択 - 1ポイント

資本財 「対象種別：カテゴリー」欄で選択された以
下のいずれか - 1点
- ‘資源消費または効率’

- ‘研究開発投資’

- ‘エネルギー消費または効率'

この質問には、
部門別のマネ
ジメントレベ
ルのスコアが
設定されてい
ます。



(C4.2c) ネット・ゼロ目標の詳細を教えてください。[変更された質問］
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この問題は、
マネジメント
とリーダーシ
ップのレベル
で採点される
よう変更され
ました。



(C4.5a) 低炭素製品に分類される貴社の既存の製品および/またはサービスの詳細
を教えてください。[変更された質問］
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2022年マネジメント基準

Aルート （「有効」なタクソノミーで「低炭素」と定義される製品）

[製品またはサービスを低炭素に分類するために使用されたタクソノミー]欄で、[その
他、具体的にお答えください]または[...分類するために使用されたタクソノミーはな
い]を除き、いずれかの選択肢が選択されている - 1ポイント

Bルート （削減貢献量の「有効な」計算に基づいて「低炭素」と分類される製品）

［製品またはサービスを低炭素に分類するために使用されたタクソノミー］欄で、［...分類する
ために使用されたタクソノミーはない］を除き、いずれかの選択肢が選択されている、且つ
［...削減貢献量を推定しましたか?］欄で［はい］が選択されている、且つ
［低炭素製品またはサービスに関して対象とされるライフサイクルの段階］と［...基準製品/サー
ビスに関して対象とされるライフサイクルの段階］の両方の欄で、［該当なし］または［その他、
具体的にお答えください］を除き、いずれかの選択肢が選択されている、且つ
［基準製品/サービス...と比較した、機能単位あたりの推定削減貢献量］欄に0より大きい数値が
記入されている - 0.75ポイント

基準(i)が満たされている場合、以下に対して追加ポイントが獲得可能です:

ii) ［低炭素製品またはサービスに関して対象とされるライフサイクルの段階］欄で選択された選
択肢が、［基準製品/サービスに関して対象とされるライフサイクルの段階］欄に関して対象とさ
れる選択肢と同じである - 0.25ポイント

マネジメントレベル
での評価がされるよ
うになりました。

このマネジメントレ
ベルでの評価を受け
るためには表が空欄
なく回答されている
必要があります。
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C5 排出量算定方法
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C5.1, C5.1a & C5.1b

質問 情報開示レベル

(C5.1) 今回がCDPに排出量データを報告する最初の年になります
か？ いずれか選択 - 1点

(C5.1a)貴社は報告年に構造的変化を経験しましたか? あるいは過
去の構造的変化はこの排出量データの情報開示に含まれています
か?

すべての列に完全に回答して
いる - 2ポイント

(C5.1b) 貴社の排出量算定方法、境界や報告年の定義は報告年に変
更されましたか?

すべての列に完全に回答して
いる - 2ポイント

これらの2022年の

新質問は、情報開示
レベルのみでの評価
対象となります。
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(C5.1c) C5.1aとC5.1bで報告した変更または誤りの結果として、貴社の基準年
排出量を再計算されましたか? [新しい質問］

情報開示の採点基準
各項目の記入につき-1点
-「基準年再計算
-基準年排出量の再計算方針（重要度閾値
を含む）」。

認識の採点基準
認識ポイントの対象となるには、フル情報開示のポイ
ントを獲得する必要があります。

i) 以下の質問すべてで満点を獲得 - 1点
- C5.1

- C5.1a

- C5.1b

ii) 「基準年の再計算」欄で「いいえ、変更によって基
準年再計算を開始する必要があるかを評価しなかった
ため」を除く選択肢を選択した場合 - 3点

マネジメントの採点基準
マネジメントポイントの対象となるには、全ての認識ポイントを取得する必要があ
ります。

「基準年再計算」欄で選択された以下のいずれか - 2点
- ‘はい’

-「いいえ、影響が重要性の閾値に合致しないため
-「いいえ、買収または売却した事業は基準年度には存在しなかったため。

または

「基準年再計算」欄で選択された「いいえ、まだデータがなく、来年再計算する予
定だから」-1.5点

「いいえ、変更によって基準年の再計算をする必要があるかを評価しなかったた
め」 - 0 点

リーダーシップの採点基準
評価対象外
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C7排出量内訳



(C7.9a) 総排出量(スコープ1と2の合計)の変化の理由を特定し、理由ごとに前年
と比較して排出量がどのように変化したかを示します。[修正された質問］

41

2021年リーダーシップ基準

2022年リーダーシップ基準
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C8エネルギー



(C8.2e) C6.3で報告したマーケット基準スコープ2の数値における、ゼロまたは
ゼロに近い排出係数が適用された電力、熱、蒸気、冷熱量を具体的にお答えくだ
さい。[修正された質問］
情報開示 認識 マネジメント リーダーシップ

開示した行
の数に比例
して、記入
したセルご
とにポイン
トが付与さ
れるように
なりました。

「なし」を選択
→ 0/4ポイント

それ以外のいず
れかの選択肢
→ 2/2ポイント

※デフォルトで95%

以上が低炭素であり、
低炭素電力を具体的
に配分するための仕
組みがない供給網か
らの電力を調達して
いる企業を考慮した、
新しい評価ルートが
追加されました（エ
チオピア、ウルグア
イ、パラグアイが対
象）

※最善の行が、評価対象となります
[ルートA]

以下のいずれかに合致する – 0.5ポイント

[調達方法]欄で、[送配電網による既定供給電力(例えば、エネルギーサプライヤーが提供する標準的製品)であり、
エネルギー属性証明書により裏付けられるもの]を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択
または
[調達方法]欄で、[単体でのエネルギー属性証明書(EACs)購入]を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択

[ルートB]

[調達方法]欄で、[エネルギーサプライヤーによるグリーン電力商品を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択 - 0.75ポイント

[ルートC]

以下のいずれかに合致する- 1ポイント

[調達方法]欄で[敷地外の系統につながっている発電設備からの直接調達(例えば、PPA) ]を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択
または
[調達方法]欄で[敷地内に設置した第三者保有の発電設備からの購入]を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択
または
[調達方法]欄で[敷地外に設置した第三者保有の発電設備から自営線にて供給]を選択、且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択

[ルートD] 

以下のすべてに合致する - 0/0ポイント

[調達方法]欄で、[系統から供給される標準的な供給(例えば電力供給サプライヤーからの標準メニュー)であるが、95％以上が低炭素であり、
低炭素電力の配分の枠組みがない]を選択、且つ
[低炭素エネルギー消費の国/地域]と[低炭素エネルギーの原産(生成)国/原産地またはエネルギー属性]の両方の欄で(同じ値)、以下のいずれか
の選択肢を選択:

- [エチオピア] [パラグアイ] [ウルグアイ] 且つ
[低炭素技術の種類]欄で、[その他のバイオマス]を除き、いずれかの選択肢を選択

[調達方法]欄で、以下の選択肢がある行の
[選択した調達...を通じて消費される低炭素
エネルギー]欄に記入された数値の合計が
25%以上であるか否か

- [敷地内に設置した第三者保有の発電設備
からの購入] 

- [敷地外に設置した第三者保有の発電設備
から自営線にて供給] 

- [敷地外の系統につながっている発電設備
からの直接調達(例えば、PPA)]
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(C8.2h) 報告年の貴社の再生可能電力購入を国別に具体的にお答えください
【新規質問】＜RE100加盟企業のみ＞
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情報開示 認識 マネジメント リーダーシップ

開示した行の
数に比例して、
記入したセル
ごとにポイン
トが付与され
る

[ルートA]

[調達方法]欄で、[95%以上が再生可能であり、再生可能
電力を具体的に配分するための仕組みがない送電網から
の標準供給の再生可能電力]を選択、且つ
[再生可能電力消費の国/地域]と[再生可能電力の原産(生
成)国/原産地またはエネルギー属性]の両方の欄で、以下
のいずれかを選択(同じ値) - 2ポイント
- [エチオピア]

- [ウルグアイ]

- [パラグアイ]

または

[ルートB]

その他のいずれかの選択肢を選択 - 2ポイン
ト

[ルートA]

[調達方法]欄で以下のいずれかを選択 - 1ポイント
- [エネルギー属性証明書によって裏付けされた送電網からの標準供給
の再生可能電力]

- [単体でのエネルギー属性証明書(EAC)購入 ]

[ルートB]

[調達方法]欄で、[エネルギーサプライヤーによるグリーン電力商品(例
えば、グリーン料金)]を選択 - 1.5ポイント

[ルートC] 

[調達方法]欄で以下のいずれかを選択 - 2ポイント
- [敷地内に設置した第三者保有の発電設備からの購入] 

- [敷地外に設置した第三者保有の発電設備から自営線にて供給] 

- [敷地外の系統につながっている発電設備からの直接調達(例えば、
PPA)] 

[ルートD]

以下のすべてに合致する - 0/0ポイント

[調達方法]欄で、[95%以上が再生可能であり、再生可能電力を配分するための
仕組みがない送電網からの標準供給の再生可能電力]を選択、且つ
[低炭素エネルギー消費の国/地域]と[低炭素エネルギーの原産(生成)国/原産地ま
たはエネルギー属性]の両方の欄で(同じ値)、以下のいずれかの選択肢を選択
- [エチオピア]

- [パラグアイ]

- [ウルグアイ]

※最善の行が、評価対象となります

[調達方法...]欄で、以下の選択肢がある行の[報告年の

選択した調達方法を通じて消費される再生可能エネル
ギー(MWh)]欄に記入された数値の合計が25%以上で
あるか否か

- [敷地内に設置した第三者保有の発電設備からの購入] 

- [敷地外に設置した第三者保有の発電設備から自営線
にて供給] 

- [敷地外の系統につながっている発電設備からの直接
調達(例えば、PPA)] 



(C8.2g), (C8.2i), (C8.2j), (C8.2k), (C8.2l) & (C8.2m)
＜C8.2i~C8.2mは、RE100加盟企業のみ＞

質問 評価基準の概要

(C8.2g）貴社の非燃料エネルギー消費量の内訳を国別で記入しま
す。

表が空欄なく回答されている

(C8.2i) 報告年の貴社の低炭素熱、蒸気、冷熱の購入を国別に具体
的にお答えください。

認識レベルの評価基準：「調達方法」欄で「なし（低炭素の熱・
蒸気・冷熱の購入なし）」を除く選択肢を選択 -1ポイント

(C8.2j)報告年の貴社の再生可能電力の発電を国別に具体的にお答
えください。

スコアリング対象外

(C8.2k)貴社の再生可能電力調達戦略が、貴社が操業する国/地域
の送電網に新たな能力をもたらすことにどのように直接的または
間接的に貢献するのか説明します。

スコアリング対象外

(C8.2l)報告年に貴社は再生可能電力の調達に対する課題に直面し
ましたか?

スコアリング対象外

(C8.2m) 報告年に貴社が直面した再生可能電力の調達に対する国
特有の課題を具体的にお答えください。

スコアリング対象外
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2022年から
の新規質問
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C10 第三者検証



(C10.2) C6.1、C6.3、およびC6.5で報告した排出量値以外に、CDP開示で報告す
る気候関連情報を検証していますか? [修正された質問］

47

マネジメントレベルの
基準が追加



48

C12 エンゲージメント



(C12.1a)気候関連のサプライヤーエンゲージメント戦略を具体的にお答えくださ
い。 & (C12.1b)顧客との気候関連エンゲージメント戦略の詳細を示します。[修
正された質問］

マネジメントレベル C12.1a（サプライヤーエンゲージメント） C12.1b（顧客エンゲージメント）

評価を受ける前提条件の変更 マネジメントポイントの対象となるには、以下の条件を満た
す必要があります。
認識レベルで満点の評価を獲得することと
エンゲージメントの詳細」欄の「協働およびインセンティブ
の付与」または「技術革新および協力」グループにおいて、
「その他、指定してください」を除く選択肢を選択。

変更なし

評価基準の変更 ii) 「成功の評価を含むエンゲージメントの影響」欄の回答は
、閾値を含む成功の尺度を明確に説明している - 1 ポイント

基準(ii)を満たした場合、以下のようにポイントが追加付与さ
れます。

iii) 「成功の評価を含む、エンゲージメントの影響」欄の記述
回答は、選択した成功の尺度に従って、業種、地域、事業の
状況を示しながら、気候関連サプライヤーエンゲージメント
戦略の効果/成果を説明している – 1ポイント

ii) 「成功の評価を含むエンゲージメントの影響」欄の回答は、閾
値を含む成功の尺度を明確に説明している - 1 ポイント

基準(ii)を満たした場合、以下のようにポイントが追加付与されま
す。

iii) 「成功の評価を含む、エンゲージメントの影響」欄の記述回答
は、選択した成功の尺度に従って、業種、地域、事業の状況を示
しながら、気候関連顧客エンゲージメント戦略の効果/成果を説明
している - 1ポイント
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(C12.1a)気候関連のサプライヤーエンゲージメント戦略を具体的にお答えくださ
い。 & (C12.1b)顧客との気候関連エンゲージメント戦略の詳細を示します。[修
正された質問］

C12.1a C12.1b

リーダーシップのポイントを獲得するためには
、マネジメントレベルで満点を獲得する必要が
あります。

「調達額（直接・間接）の割合」または「C6.5

報告にされたサプライヤー関連のスコープ3排
出量の割合」のいずれかの欄で40％以上の数値
を提示 - 1ポイント

最善の行が評価対象となります

リーダーシップのポイントを獲得するためには、
マネジメントレベルで満点を獲得する必要があ
ります。

「顧客数の割合」または「C6.5で報告された顧
客関連のスコープ3排出量の割合」のいずれか
の欄で40％以上の数値を提示 - 1ポイント

最善の行が評価対象となります
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リーダーシップレベルの
基準変更



(C12.2) 貴社のサプライヤーは、貴社の購買プロセスの一環として気候関連要件を満たす
必要がありますか？[新しい質問］
&（C12.2a）貴社の購買プロセスの一環としてサプライヤーが満たす必要がある気候関連
要件と、実施している順守メカニズムを具体的にお答えください。[新しい質問］

レベル C12.2 C12.2a

情報開示 いずれかの選択肢を選択 - 1ポイント
開示した行の数と、記入したセルの数に比例して、ポイントが付与されます。部
分的に記入した行に満点が付与されることはありません –最大6ポイント

認識
[いいえ、今後2年以内に気候関連要件を導入する予定
はありません]を除き、いずれかの選択肢が選択されて
いる - 1ポイント

認識ポイントを獲得するには、情報開示ポイントが満点付与されている必要があ
ります

i) [この気候関連要件の準拠をモニタリングするための仕組み]欄で、[準拠をモニ
タリングするメカニズムはありません]を除き、いずれかの選択肢が選択されてい
る - 1ポイント

ii) [この気候関連要件に準拠していないサプライヤーへの対応]欄で、[対応なし]

を除き、いずれかの選択肢が選択されている - 1ポイント

マネジメ
ント

マネジメントポイントを獲得するには、認識ポイント
が満点付与されている必要があります

[はい、サプライヤーは気候関連要件を満たす必要があ
りますが、自社のサプライヤー契約には含まれていま
せん]が選択されている - 0.5ポイント

[はい、気候関連要件が自社のサプライヤー契約に含ま
れます]が選択されている - 1ポイント

スコアなし

リーダー
シップ

評価対象外

リーダーシップポイントを獲得するには、認識ポイントが満点付与されている必
要があります

[気候関連要件]欄で[科学的根拠に基づいた排出量削減目標の設定]が選択されてい
る、且つ
[気候関連要件に準拠する必要があるサプライヤーの割合(調達支出別)]欄に、0よ
り大きい数値が記入されている - 1ポイント
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C12.2、
C12.2aは
2022年から

の新規質問
です
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(C12.3) ポリシーエンゲージメント[修正された質問]

質問 認識レベル マネジメントレベル

(C12.3) 貴社は、気候に影響を与えうる政

策、法律、または規制に直接的または間接
的に影響を及ぼす可能性がある活動におい
て協働していますか?

[貴社は、パリ協定の目標と整合するエンゲージメン
ト活動を行う誓約または意見表明をしていますか?]欄
で、[はい]または[いいえ、しかし今後2年以内に行う
予定です]のいずれかが選択されている

[貴社は、パリ協定の目標と整合するエン
ゲージメント活動を行う誓約または意見
表明をしていますか?]欄で、[はい]を選択

し、誓約または意見表明の書類を添付し
ている

(C12.3a) 気候に影響を及ぼしうるどのよう

な方針、法律、または規制で、報告年に貴
社が政策策定者と直接的に協働しました
か?

[貴社のエンゲージメントがパリ協定の目標に整合し
ているかを評価しましたか? ]の欄で[はい、評価しま
した。整合していません]または[はい、評価しました。
整合しています]が選択されている

[貴社のエンゲージメントがパリ協定の目
標に整合しているかを評価しましたか? ]

の欄で[[はい、評価しました。整合してい
ます]が選択されている

(C12.3b) 気候に影響を及ぼしうる方針、法
律、または規制に関して立場を取る可能性
がある、貴社が関与する業界団体を具体的
にお答えください。

[この業界団体との貴社のエンゲージメントがパリ協
定の目標に整合しているかを評価しましたか?  ]の欄
で[はい、評価しました。整合していません]または
[はい、評価しました。整合しています]が選択されて
いる

[この業界団体との貴社のエンゲージメン
トがパリ協定の目標に整合しているかを
評価しましたか? ]の欄で[[はい、評価しま
した。整合しています]が選択されている

(C12.3c) 気候に影響を及ぼしうる方針、法
律、または規制に活動が影響を及ぼす可能
性がある、報告年に貴社が他の組織に行っ
た資金提供を具体的にお答えください。

[この資金提供がパリ協定の目標に整合しているかを
評価しましたか?]の欄で[はい、評価しました。整合
していません]または[はい、評価しました。整合して
います]が選択されている

[この資金提供がパリ協定の目標に整合し
ているかを評価しましたか?]の欄で[[はい、
評価しました。整合しています]が選択さ
れている

認識レベルとマネジメントレベルでの「パリ協定との整合」を
見る評価基準が追加されました


